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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

政

令

平成™™年™月˜œ日 月曜日 第œ™œ™号官 報
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o
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o
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地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
二
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

政
令
第
十
一
号

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二

十
六
号
）
第
七
百
一
条
の
三
十
一
第
一
項
第
一
号
ハ
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
の
十
五
中
「
豊
田
市
」
の
下
に
「
、
四
日

市
市
」
を
、「
高
知
市
」
の
下
に
「
、
久
留
米
市
」
を
加
え

る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

総
務
大
臣

原
口

一
博

財
務
大
臣

菅

人

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
二
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

政
令
第
十
二
号

自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
四
十
七
号
）

附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
と
す

る
。

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

自
然
公
園
法
施
行
令
及
び
自
然
環
境
保
全
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
二
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

政
令
第
十
三
号

自
然
公
園
法
施
行
令
及
び
自
然
環
境
保
全
法
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
四
十
七
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年

法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
附
則
第

九
項
、
自
然
環
境
保
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十

五
号
）
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第

二
項
並
び
に
自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

（
自
然
公
園
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

自
然
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第

二
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
を
削
る
。

「
第
一
章

公
園
事
業
」
を
削
る
。

第
一
条
第
七
号
中
「
。
以
下
同
じ
」
を
削
る
。

第
二
条
中
「
第
九
条
第
二
項
」
を「
第
十
条
第
二
項
」

に
改
め
る
。

第
三
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
を
削
る
。

「
第
二
章

雑
則
」
を
削
る
。

第
十
八
条
を
削
る
。

附
則
第
三
項
中
「
附
則
第
五
項
」
を「
附
則
第
六
項
」

に
、「
第
五
十
二
条
第
二
項
」
を「
第
六
十
四
条
第
二
項
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
三
条
第
三
項
の
」
を

「
第
二
十
条
第
三
項
の
」
に
、「
第
二
十
五
条
」
を
「
第

三
十
二
条
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
十
三
条
第
三
項

第
二
号
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
第
二
号
」
に
、「
第
十

三
条
第
三
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
八
号
」
を
「
第

二
十
条
第
三
項
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
九
号
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
四
条
第
三
項
の
」を「
第

二
十
二
条
第
三
項
の
」
に
、「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
三

十
二
条
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
十
三
条
第
三
項
第

六
号
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同

号
ロ
中
「
第
二
十
四
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
五
号
」

を
「
第
二
十
二
条
第
三
項
第
二
号
、
第
五
号
及
び
第
七

号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項

の
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
の
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
三
条

第
一
項
第
一
号
」
に
、「
海
中
公
園
地
区
」
を
「
海
域
公

園
地
区
」
に
、「
海
面
」
を
「
海
域
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
三
十
三
条

第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十

七
条
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中

「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」

に
、「
報
告
の
徴
収
」
を
「
報
告
徴
収
」
に
、「
立
入
り
、

検
査
及
び
調
査
」
を
「
立
入
検
査
及
び
立
入
調
査
」
に

改
め
る
。

附
則
第
十
一
項
を
附
則
第
十
二
項
と
し
、
附
則
第
八

項
か
ら
第
十
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

附
則
第
七
項
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
を
附
則

第
八
項
と
し
、
同
項
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
国
の
貸

付
金
の
償
還
期
間
等
）」を
付
す
る
。

附
則
第
六
項
中
「
前
三
項
」
を
「
附
則
第
三
項
及
び

第
四
項
並
び
に
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
七
項

と
す
る
。

第
十
九
条
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十

一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
十
六
条

第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
、「
千
円
」
を

「
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
六
条

第
五
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
五
項
（
同
条
第
八
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
一
件
に
つ
き

六
百
円
」
を
「
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
立
入
認
定

証
一
枚
に
つ
き
千
円
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

三

法
第
二
十
四
条
第
七
項
の
認
定

イ
に
掲
げ
る

額
に
ロ
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額

イ

二
千
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
環
境

大
臣
が
利
用
調
整
地
区
ご
と
に
定
め
る
額

ロ

千
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
環
境
大

臣
が
利
用
調
整
地
区
ご
と
に
定
め
る
額
に
当
該

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
監
督
の
下
に
立

ち
入
る
者
の
数
を
乗
じ
た
額

第
十
九
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
第
四
十
四
条
」
を
「
第
五
十
六
条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
第

四
十
六
条
」
を
「
第
五
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第

五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
負
担
金
の

徴
収
方
法
等
）」を
付
す
る
。

第
二
十
二
条
中
「
第
四
十
六
条
」
を「
第
五
十
八
条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
を
削
る
。

◇
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

一
一
号
）（
総
務
省
）

１

事
業
所
税
の
課
税
団
体
と
し
て
、
新
た
に
、
四
日
市

市
及
び
久
留
米
市
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
六

条
の
一
五
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令（
政
令
第
一
二
号
）

（
環
境
省
）

自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
期
日
を
平
成
二
二
年
四
月
一
日
と
す
る
こ

と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
自
然
公
園
法
施
行
令
及
び
自
然
環
境
保
全
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一
三
号
）（
環
境
省
）

１

公
園
事
業
の
執
行
に
関
す
る
関
係
規
定
を
削
除
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

利
用
調
整
地
区
へ
の
立
入
り
に
つ
い
て
の
認
定
に
係

る
手
数
料
の
上
限
額
等
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

条
関
係
）

３

自
然
保
護
取
締
官
の
権
限
に
係
る
行
為
を
追
加
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

４

関
係
政
令
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
一

一
条
〜
第
一
八
条
関
係
）

５

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。
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